
 

  

風の子便り 
KAZENOKO DAYORI 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

９月半ば、園庭整備や菜園に仕込みをしていると、スーッ

と涼やかな風が吹き抜け、暑さにうだった体のほてりを冷まして

くれます。ふと顔を上げるとトンボが群れて翔んでいます。 

私たちよりも一足早く季節の移り変わりに気づいて、彩りを

秋模様に変えていく、生き物や植物などの自然だけがもちあ

わせる不思議な力。ほんの小さな変化の兆しに 「あ・・・」と

気づき心が動く。そんな感性を大切にしたいなと思うのです。 

夜には虫の声も聞こえるようになりました。あと少ししたら、

きっと！まちがいなく！ヒガンバナが咲きはじめますよ。 

運動会も、運動遊び！ 

 スポーツの秋！！それぞれのクラスで運動遊びを楽しむ

子供たちです。先生たちは運動会も意識しながら保育を

計画しています。が、「運動遊び」なので、「楽しい」こと

が一番です。あたりまえです。 

なかよしホールで運動遊びを楽しむ年中さん。その日

のテーマは「かけっこ」。そう、よーいドン！のかけっこです。 

でも、走るだけじゃぁ飽きてしまうし、負けちゃうとつまん

なくなるし・・・。そこで＋遊び技！！かけっこの途中で、 

縄をとびこえたり、コーンを回ったり、はしごをくぐったり、 

邪魔する先生をよけてゴールを目指したり！！ これを 

２セットずつしたらあっという間にかけっこ８本！最後に

楽しいダンスでおしまいっ！時計を見れば、なんと５０分

間も遊んでいました。楽しいから夢中になります。 

 年少さんでも、先生たちの工夫で３０分ぐらいはあっと

いう間に過ぎちゃいますよ！ 

 

 幼児期は遊びを通して運動量を増大させて、多様な

動きを獲得することが大切です。多様な動きが身につく

ことで、動きが滑らかに連結されるようになります。 

 年長さんのリレーにも熱が入ってきましたよー！！ 

「栽培・菜園活動」で SDGｓ 附幼の魅力！ 

 引き続き恐縮ですが…「食」という身近な生活に直結

する栽培・菜園活動は大切にしたい経験の一つです。 

 植物はものを言わないからこそ様子や機嫌をうかがって

丁寧に育てなくてはなりません。小さなタネから芽が出て

葉が大きくなり、いろいろな世話をすることで生長して、

自分たちが食べることができる。自分たちで汗を流して 

得ることが、ただ与えられること以上に尊いものであること

は言うまでもありません。 

園では、SDGｓの取組の一環として年長児を中心に 

落ち葉や野菜くずをコンポストボックスに入れて堆肥づくり

もしています。夏は気温が高いためか、微生物の活動も

活発になって堆肥の発酵も進みいい感じです。保育室

には『土をつくる生き物たち』という絵本が置いてあります

ので、さらに生態系への関心も高まります。堆肥や肥料

を畑にまいて耕すのも自分たちがやります。 

「地球に生きている感受性」とでも言えるようなものが

育まれる、自然と叡智にあふれる SDGｓな栽培・菜園

活動は、附幼の、特色・魅力ある取組の一つです。 

 

ちょっと言い過ぎたかな…汗っ 

みんなでつくった「トンボ」をもって、トンボの気分で 

お散歩中。♪トンボのメガネはみずいろめがね～♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節のアルバム 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この夏、気づいたこと。「夏は爪が伸びるのが早い」確かによく爪切りをする。先生たちにそう言ってみると「え～～？」と小馬鹿にされたので調べてみた。 

はたして・・・、僕の体感は確かだった。新陳代謝が活発になり、皮膚と同様に爪も早く伸びるらしい。夏休み明けの子供たちがぐんと大きく見えるわけもこれだわ！ 

～副園長のおしゃべり～ 

 子供たちは身の回りにある環境に自ら関わり、働きかけることにより、様々なことを体験、経験し、感情や知識と

してたくわえていきます。そこで得た喜びは意欲となり、新しい出会いへと導きます。知識は状況に合わせて生かさ

れ、汎用的に使える知恵となっていきます。そして、未来志向で考え、ものごとがよりよいものとなるように、その

意欲や知恵を社会の中で発揮することがSDGｓにつながると思うのです!!  深いなぁ～～。どうでしょうか。 

 「社会」との関わりが希薄になっていると言われる現代の子供たち。安心・安全を確保しながら、子供たちにさま

ざまな社会との関わりを経験させていただきたいと願います。特別より日常がいいと思います。お買い物に付き合わ

せるなんて最高です。荷物持ちのお駄賃に「数字が２つまでのおやつを買ってあげる(100 円までってことね)」とか。

「ありがとう」も言えるし！ …車の中でゲームしたりビデオを見ながら待っているよりずっといいです。 

次はどのお野菜を育てようかなぁ。と、考えているかどうかは別として、プランターや菜園の土を自分た

ちでつくることには手ごたえを感じている様子。先生がしていることに関心をもって年少児もお手伝い。 

混ぜ込んでいるのは、園の堆肥、いただきもののごみ堆肥、馬糞堆肥、肥料、まさに有機栽培！ 

わっしょいわっしょい！一輪車に積み上げた

枯れ草はアメリカンサイズ！僕たちも力を合

わせたらこんなことができるんだぜ～と年中児 

年少児もかけっこ遊びではしご遊びをしました。 

くぐったり乗り越えたり、運動要素がいっぱい詰

まっている「かけっこ+」はとても楽しい！ 

子供のころ、夏休みって 

どう過ごしていましたか？ 

力いっぱいに遊んだ日の午後は、体を休ませつ

つ楽しい造形遊び。紙コップを積んでつないで

どんどん楽しくなる遊びです。やるねぇ・・・。 

運動会の花形、リレー！遊びとはいうものの、

やっぱり力が入っちゃう。うん、リレーは力を合わ

せて精いっぱい頑張れ！まだまだこれからっ！ 

おなまえ                  


